
 

 

 

 

 

 

 

 

 

VOL.１５７．  ２０１９．８月号 

「鍵括弧の時間」 

 

  日々、猛暑が続いております。水分補給、熱射病対策は意識して早めの行動をお願いいたします。 

   

 さて、趣味が見つからない。。 

仕事中心の20代、30代で何かハマる趣味がほしいと思って代表するミーハーなものは、 
一通りやってみた。が長続きしない。  

 介護サービスを通じて気づいたことは、ご利用者の中で、 

趣味を何かしら興じられている方々が人生を豊かにしていると感じた。 

性別でいうと、男性より女性の方が生き方として楽しそうだ。 

 

 僕の両親を比較しても、親父は一日をルーティンに活動してるが、 

母親はサウナで知り合った人たちと、区が主催の趣味の教室を転々としながら、ハマっている。 

革細工の教室やら、太鼓やら、太極拳やら、三味線やら、、、 

 一度、僕も趣味にしてみたいと、 

介護甲子園を通じて、狂言をやってみないかと、誘われた。 

人間国宝の系列の有名な先生の直接の指導。またとないチャンスだったので、見学と同時に入門した。 

介護甲子園や、人前では、想いが降ってくるから、感情を自由にアウトプットしていたが、 

 狂言は、まず、台詞を覚え、イントネーションを耳で伝授され、振り付け動作を身体にインストールする。。 

すべてがピタッと決まっていて、難儀の連続。。そんな流れの中、二年くらい頑張ってみた。 

大阪能楽堂、渋谷能楽堂、厳島神社での能舞台でもやらせてもらった。観客から握手されるくらいの出来になったw 

 

 そして、仕事終わりの夜、台詞を覚えていると、ふと。『この時間を仕事に遣うべきでは、、、？』 

と思った瞬間に思考停止。やはり、趣味を探すには、『』カギ括弧の言葉は趣味泥棒だ、、、 

 

  人は、幸せになるために生まれ、そのために生きている。 

そんな言葉が好き。その人生の体現を、介護サービスを通じて、一手、二手と利用者から気づかされているこの業界の

人たちは未来人だと思う。 

 そして、趣味に時間をつかえるようになる組織が作れているのか。 

そんな組織ってどんな組織何だろう？幹部、リーダー層が社長を手放しているのが、そんな組織なんだろうなー     
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フェイスブック始めました。 

お友達申請お待ちしてます。 


